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研究課題（日本語）

現代先住民作家から考える米加横断的文学史の可能性――トマス・キングとジェラルド・ヴィゼナーの場合

研究課題（英訳）

Native Literature of the U.S.-Canada Border--A Case of Thomas King and Gerald Vizenor

１．研究成果実績の概要

追加・更新すべき文献の整理を行ない、前年度抽出した論点１）トマス・キングの現実的な米加国境横断の文学的可能性、２）ジェラル
ド・ヴィゼナーのコスモポリタニズムについて、両者の作品形式に即して分析したく考え、投稿論文を準備している。国家横断的な先住
民作家が、口承文芸を書き言葉による小説に組み込むとき、それはただ先住民の「声」の回復であるだけではなく、もう少し複雑な横断
的詩学が生成されているのではないか、と現時点では考えている。2 年ほどで投稿できるよう、継続して研究をすすめている。

２．研究成果実績の概要（英訳）

After additional research on the social and cultural background of the works of Thomas King and Gerald Vizenor, I am now preparing a
rough draft of a paper on their manners of story-telling. I hope to clarify their trans-border poetics which describes cultural and
social border-crossing in the mixed mode of written and spoken languages.
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